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Sun Ray Connector for Windows OS 2.1 
リリースノート

Sun Ray™ Connector for Windows Operating Systems は、Sun がサポートする、
Microsoft 認定の端末サービスクライアントで、Microsoft Remote Desktop Protocol 
(RDP) Version 5.2 に基づいています。これについては、Sun Ray Connector for 
Windows Operating Systems 2.1 インストールおよび管理マニュアルに記載していま
す。便宜上、Sun Ray Connector for Windows Operating Systems を Sun Ray 
Windows Connector とも呼びます。

サポートされているプラットフォーム
Sun Ray Windows Connector は、次のオペレーティングシステムで実行します。

■ SPARC プラットフォームおよび x86 プラットフォーム (Solaris 10 5/08 以上)

■ Solaris Trusted Extensions を実装した SPARC プラットフォームおよび x86 
プラットフォーム (Solaris 10 5/08 以上)

■ SuSE Linux Enterprise Server (SLES) 10 (Service Pack 1 以降) 
(32 ビットおよび 64 ビット)

■ Red Hat Enterprise Linux 5 Update 1 (32 ビットおよび 64 ビット)

Sun Ray Windows Connector は上記のオペレーティングシステムで実行中に、次に
示すバージョンの Microsoft Windows をホストするリモートの Microsoft Windows 
Terminal Servers (WTS) への接続を提供します。

■ Windows 2003 Server (Service Pack 2 Rollup 2) または 

■ Windows XP Professional (Service Pack 3 (32 ビット)) または 
Windows XP Professional (Service Pack 2 (64 ビット))

■ Windows Vista

詳細は、『Sun Ray Connector for Windows OS Version 2.1 インストールおよび管理
マニュアル』を参照してください。
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新機能

マルティメディア拡張機能

このリリースは、拡張されたマルティメディアプレイバック機能を提供します。この
機能により、Sun Ray アーキテクチャーが拡張され、H.264 (MPEG-4) および VC-1 
(WMV9) ストリームを受け取って、復号化のためにこれらのストリームを直接 Sun 
Ray 2/2FS/270 DTU に転送できるようになります。したがって、復号化に Sun Ray 
Server CPU および Windows Server CPU は使用されません。これは、サーバーリ
ソースとネットワーク帯域幅を保持する上で最適な解決方法です。

その他の種類のビデオストリームについては、このリリースでは Sun Ray 1 DTU と 
Sun Ray 2 DTU で標準 (XVideo) インタフェースの汎用的なプレイヤの最適化を利用
して、YUV ストリームを直接 DTU に送信します。これにより、復号化されたビデ
オを Sun Ray DTU に配信するために必要な帯域幅が削減され、H.264 および VC-1 
以外のビデオフォーマットのプレイバックが向上します。たとえば、RealPlayer で
は、高速化された YUV パスを利用する XVideo 拡張機能がサポートされています。

この拡張機能は、Windows XP および Windows 2003 プラットフォームで Windows 
Media Player 10 および 11 を使用しクリップを再生する場合にのみサポートされま
す。詳細は、『Sun Ray Connector for Windows OS Version 2.1 インストールおよび
管理マニュアル』を参照してください。

変更された機能
次のものはサポートされなくなりました。

■ Microsoft Windows 2000

■ uttsc -D オプション

■ PC-SC lite バージョン 1.0
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パッチ要件
次のパッチ (まだ推奨パッチクラスタに含まれていない場合もある) が Solaris の実装
に必要です。これらがインストールされていることを確認してください。 

 

表 1 Solaris 10 プラットフォームでの Sun Ray Windows Connector 2.1 に必須の
パッチ 

プラットフォーム パッチ番号

Solaris SPARC 120094-20 以降

Solaris x86 120095-20 以降

表 2 Solaris Trusted Extensions を使用する Sun Ray Windows Connector 2.1 
に必須の追加パッチ 

プラットフォーム パッチ番号

Solaris Trusted Extensions を実装した Solaris SPARC 126363-06 以降

Solaris Trusted Extensions を実装した Solaris x86 126364-06 以降
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既知の問題
ここでは、最新の既知のバグとその他の問題を報告します。また、回避方法がある
場合は、合わせて提示します。

既知のバグ

バグ ID 6361417

特定のシナリオにおいて、シリアルポートを Windows Terminal Server にリダイレ
クトすると、Sun Ray サーバーの CPU が最大で 99% 消費される場合があります。

バグ ID 6408886

uttsc または uttscwrap を、日本語ロケールでコマンド行オプションを指定せずに
実行した場合、MS-IME が有効になりません。

uttsc または uttscwrap に、オプション -l ja:IME を指定して実行してください。
次はその例です。

バグ ID 6497242

Linux 上の Windows Vista セッションでオーディオファイルが再生される場合、
オーディオは明瞭に再生されません。

バグ ID 6569123

Sun Ray から Windows への大量データのカット＆ペーストまたはコピー＆ペースト
が失敗します。

1 回でコピー可能なデータの最大量は 65435 バイトです。これを回避するには、チャン
クを小さくしてデータをカット＆ペーストまたはコピー＆ペーストしてください。

% uttscwrap -l ja:IME
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バグ ID 6573456

Trusted Solaris 環境では、グローバルゾーンで実行されているアプリケーションと名
前付きゾーンで実行されているアプリケーション間、すなわち、SRWC アプリケー
ションと gedit などのその他のアプリケーション間でコピーまたはペースト操作を
試みると、SRWC アプリケーションが予期せずクラッシュすることがあります。

バグ ID 6576612

xscreensaver を終了すると、SRWC が表示されなくなることがあります。
xscreensaver デーモンが Linux デスクトップまたは Solaris の JDS で異常終了して
いる場合、SRWC を起動しても SRWC ウィンドウが表示されないことがあります。

この問題を回避するには、xscreensaver の「設定」ウィンドウから 
xscreensaver デーモンを再。

1. Solaris の JDS で「起動」->「設定」->「デスクトップの設定」->「表示」->
「スクリーンセーバー」と進みます。

2. 画面をロックし、再びロック解除します。

3. SRWC を再起動します。

バグ ID 6579953

Red Hat Linux で、ホットデスクイベント (つまり、スマートカードの取り外しと再
挿入) のあと、xscreensaver が起動しないことがあり、マウスがハングアップする
ことがあります。

SRSS 4.1/SRWC2.1 では、Remote Hotdesk Authentication (RHA) がデフォルトで有
効になっているため、この問題は発生しなくなりました。

バグ ID 6610273

RHEL5 ビルドの全画面 の Windows セッションで「最小化」ボタンが使用できません。

バグ ID 6633672

RHEL5 から Windows Connector セッションを起動できません。

RPM ファイル compat-libstdc++-33-3.2.3-61.i386.rpm をインストールした
あとで、RHEL5 から uttsc を起動してください。
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バグ ID 6634751

RHEL5 のマルチヘッド設定で全画面の SRWC セッション (uttsc -m) を起動する
と、異なる表示間でカーソルを移動させた後、セッションにアクセスできなくなるこ
とがあります。

この問題を回避するには、SRWC にフォーカスを戻すときに ALT+TAB を使用してく
ださい。

バグ ID 6693925

uttsc -C オプションが、8 ビットモードでのみ使用可能です。

バグ ID 6740825

USB デバイスで韓国語のファイル名が 8 文字を超える場合、ファイル名の変更がで
きません。

バグ ID 6742851

SRWC 2.1 で、Xkb を使用する日本語キーボードはそのままでは正しく動作しません。

この問題を回避するには、デスクトップの Xkb を無効 (utxconfig を使用) にした
あとで、SRWC を起動してください。こうすると、すべてのキーが予期したとおりに
動作します。

バグ ID 6999151

Windows と gedit を使用して何度もコピー操作を行うと、Linux プラットフォーム
で uttc がエラーで終了することがあります。
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その他の問題

Windows ターミナルサーバーのスマートカード認証

Windows ターミナルサーバーにユーザーを認証するためにスマートカードを使用す
るには、次の URL にアクセスして Base Smart Card Cryptographic Service Provider 
パッケージアップデートをインストールしてください。

http://support.microsoft.com/kb/909520/en-us

このアップデートによって、Sun Ray 環境の画面ロック解除動作が改善されます。

マルチメディアの問題

マルティメディア拡張機能

マルチメディア拡張機能では、現時点で次の機能がサポートされていません。

■ 低帯域幅機能

■ Xinerama

■ 複数のストリームの同時転送

バグ ID 6637773

Windows Media Player でビデオを再生しているときに、ビデオのレンダリング領域
で右クリックが使用できません。 

バグ ID 6665881

uttsc は XRandR をサポートしていません。

バグ ID 6692562

「拡張表示の設定」オプションのフレーム制御「次へ」/「前へ」を使用すると、
Windows Media Player でオーディオおよびビデオがハングします。
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バグ ID 6695339

このリリースでは、 Windows Media Player のフレーム単位のビデオプレイバックが
サポートされていません。

バグ ID 6699191 および 6751847

Windows Media Player で、「再生リスト」オプションを使用したビデオプレイバッ
クが正しく動作しないことがあります。この機能はサポートされていません。

次の手順に従って Windows Media Player の「連続再生」モードを無効にしてから、
メディアクリップを再生してください。

1. Windows Media Player を開きます。

2. 「連続再生」モードを無効にします。

3. Windows Media Player を閉じて再起動します。

4. クリップを再生します。

バグ ID 6699771

Windows Media Player で VC-1 (WMV9) ビデオを初めて再生する場合、再生できな
いことがあります。この問題はクリップを再起動すると解決します。

バグ ID 6708878

「停止」ボタンを押すと、ビデオプレイヤでコンテンツの最後のフレームが表示され
たままになり、画面が黒く表示されません。

バグ ID 6739180

マルチメディア拡張機能は、Windows Session Directory 環境でサポートされません。
この環境にマルチメディアリダイレクション (Multimedia Redirection、MMR) コン
ポーネントをインストールすることはお勧めできません。

この設定の場合、SRWC を -M off オプションを指定して使用する必要があります。
-M off オプションが設定されていると、オーディオおよびビデオのプレイバックは以
前のリリースの SRWC と同様に行われます。
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バグ ID 6739703

マルチメディア拡張機能を使用している間 (たとえば、サポートされているフォー
マットのビデオクリップを再生している間) は、オーディオ割り当て機能が無効に
なっていても、オーディオは再生されます。

オーディオ割り当て機能を強制的に無効にする必要がある場合は、SRWC を -M off 
オプションを指定して使用します。-M off オプションが設定されていると、オー
ディオおよびビデオのプレイバックは以前のリリースの SRWC と同様に行われます。

バグ ID 6743479

Sun Ray 2 シリーズ DTU で VC-1 (WMV9) ビデオのプレイバックを実行中のユー
ザーが Sun Ray 1 シリーズ DTU にホットデスクすると、オーディオが停止します。

この問題を回避するには、Windows Media Player を再起動してビデオを再生してく
ださい。

バグ ID 6747848

このリリースでは、XVideo を使用するビデオプレイバックで縮小機能がサポートさ
れていません。

バグ ID 6750392

マルティメディア拡張機能を使用しているとき (たとえば、サポートされているフォー
マットのビデオクリップを再生しているとき) に、タスクバーのボリュームコントロー
ラが使用できません。

Windows Media Player のボリュームコントロールを使用するか、Sun キーボードの
ボリュームキーを使用してください。

バグ ID 6750393

VC-1 (WMV9) ビデオクリップの再生中に Sun Ray 2 DTU から Sun Ray 1 DTU に 
Sun Ray セッションをホットデスク処理すると、オーディオが停止します。 

この問題を回避するには、Windows Media Player を再起動してください。
Sun Ray Connector for Windows OS 2.1 リリースノート 9



バグ ID 6750394

uttsc またはビデオウィンドウがデスクトップの左端の境界線付近に配置されていな
い場合で、ビデオが拡大表示されているときに、ユーザーが 2 画面の Sun Ray 2FS 
から Sun Ray 2 または Sun Ray 270 に Sun Ray セッションをホットデスク処理する
と、ビデオイメージに問題が発生することがあります。

この問題を回避するには、次の操作を行ってください。

1. ビデオをデスクトップの左端境界線付近に配置します。

2. アプリケーションメニューまたはコマンドキーを使用してビデオの画像サイズを 
100% に設定し、ビデオが拡大表示されないようにしてください。

バグ ID 6754617

高速化された YUV パスを使用してビデオを再生中に、uttsc-bin によって Sun Ray 
Server CPU の大半が消費される場合があります。プレイバックが終了すると、CPU 
の消費量は通常に戻ります。

PCFS フォーマットのメディアアクセス

Solaris でのファイルコピー (バグ ID 6546531)

サイズの大きなファイルを Windows から PCFS フォーマットのリムーバブルメディ
アにコピーする場合、予期していたより長い時間かかることがあり、ハングアップし
ているように思えることがありますが、十分な時間が経過すれば処理は完了します。
これは PCFS に関する既知の問題です。

Linux でのファイルコピー

サイズの大きなファイルを Windows から PCFS フォーマットのリムーバブルメディ
アにコピーすることは、Linux の既知の制限によりできません。この状態を回避する
には、UFS、ext3、etc など、PCFS 以外のファイルシステムを使用してください。 

タイムゾーンの問題

uttsc のみが /usr/share/lib/zoneinfo/tab/zone_sun.tab (Solaris 用) およ
び /usr/share/zoneinfo/zone.tab (Linux 用) に記述されたタイムゾーンを有効
なゾーンと見なし、これらを Windows セッションで等価のタイムゾーンに変換しま
す。上記のファイルに定義されていない値がタイムゾーンに設定されていた場合、
Windows セッションのタイムゾーン値は予期できません。
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マニュアル
この製品の最新のマニュアルは、docs.sun.com で入手できます。
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